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「
看
病
用
心
抄
」
の
著
者
は
、
一
般
に
浄
土
宗
の
第
三
祖
・
然

阿
良
忠
記
主
禅
師
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
が
入
手
し
た

現
存
の
三
種
の
写
本
に
は
、
明
確
に
良
忠
上
人
が
著
わ
し
た
と
さ

れ
る
記
述
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

最
も
古
い
写
本
は
、
貞
治
三
年
（
一
三
六
三
）
に
存
覚
上
人
に

よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
「
看
病
用
心
紗
」
で
あ
る
。
こ

れ
は
京
都
の
常
楽
台
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
漢
字
と
片
仮
名
交
り

文
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
の
奥
書
き
に
は
、
「
大
願
円
満

看
病
用
心
紗
本
云
鎌
倉
上
人
御
作
私
云
然
阿
弥
陀
仏
良
忠

也
」
と
示
さ
れ
、
筆
写
し
た
存
覚
上
人
が
鎌
倉
上
人
の
こ
と
を
、

良
忠
上
人
と
推
測
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
当
時
京
都
で
は
、
鎌

倉
で
活
躍
し
、
著
名
な
僧
侶
を
鎌
倉
上
人
と
呼
ん
で
い
た
の
で
、

明
確
に
鎌
倉
上
人
を
良
忠
上
人
だ
と
断
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

５
「
看
病
用
心
抄
」
の
著
者
に
つ
い
て

関
根
透

次
に
、
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
に
隆
堯
に
よ
っ
て
筆
写
さ

れ
た
「
看
病
用
心
抄
』
は
、
安
土
の
浄
厳
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
写
本
は
、
漢
字
と
平
仮
名
交
り
文
に
示
さ
れ
、
前
者
の

写
本
と
仮
名
文
字
が
異
っ
て
い
る
。
こ
の
奥
書
き
に
は
、
「
此
用

心
書
案
悟
真
寺
上
人
作
也
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
書
写
し
た
人

が
、
こ
の
『
看
病
用
心
抄
」
を
悟
真
寺
上
人
の
作
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
い
る
。
『
鎌
倉
光
明
寺
文
書
』
に
よ
れ
ば
、
悟
真
寺
上

人
と
は
良
忠
上
人
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
の
『
看
病

用
心
抄
」
の
作
者
が
悟
真
寺
上
人
で
あ
る
と
い
う
証
明
に
は
な
ら

な
い
。三

種
目
の
写
本
は
、
大
変
新
し
い
『
看
病
用
心
紗
』
で
あ
る
。

こ
れ
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
に
金
沢
文
庫
長
・
熊
原
政

男
氏
が
、
昭
和
二
年
二
九
二
七
）
に
石
井
教
道
氏
が
大
崎
桐
ヶ

谷
の
専
修
寺
に
伝
わ
る
『
看
病
用
心
紗
』
を
筆
写
し
た
も
の
を
、

更
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
専
修
寺
の
「
看
病
用
心
紗
」
は

「
今
次
戦
災
二
消
滅
セ
リ
」
と
あ
り
、
ま
た
大
正
大
学
の
石
井
氏

筆
写
の
『
看
病
用
心
紗
」
も
「
戦
後
の
混
乱
期
に
紛
失
せ
ら
れ

た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
金
沢
文
庫
所
蔵
の
熊
原
氏
書
写
の

『
看
病
用
心
紗
』
奥
書
に
は
、
石
井
氏
が
『
看
病
用
心
紗
」
に
遭



遇
し
た
経
緯
と
熊
原
氏
が
書
写
し
た
様
子
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、
作
者
を
推
察
さ
せ
る
よ
う
な
記
事
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
写
本
は
前
二
害
の
写
本
と
異
な
り
、
条
文
の
数
も
多
く
、
前
書

き
の
文
章
も
全
く
異
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
三
種
の
写
本

は
語
句
や
構
成
が
同
様
で
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
本
か
ら
筆
写
さ
れ

〕
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

００ ３２
こ
の
『
看
病
用
心
抄
」
は
一
二
四
○
年
頃
に
、
良
忠
上
人
に
よ

号
っ
て
著
わ
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
頃
は
良
忠
上
人
は
四
十
歳

１鐸
ぐ
ら
い
で
、
筑
紫
の
天
福
寺
で
聖
光
上
人
に
接
し
、
第
三
祖
と
し

９劃
て
「
末
代
念
仏
授
手
印
」
を
授
け
ら
れ
た
頃
で
あ
る
。

誌
ま
た
、
良
忠
上
人
が
弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）
に
入
滅
さ
れ
た

評
が
、
そ
の
翌
年
、
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
に
著
わ
さ
れ
た
「
然

犀
阿
上
人
伝
』
の
著
作
目
録
に
も
『
看
病
用
心
抄
』
は
示
さ
れ
て
い

本日
な
い
。
更
に
、
光
明
寺
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
記
主
禅
師
の
生
涯
」

の
著
作
目
録
に
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
次
の
三
名
の
良
忠
上
人
研
究
者
は
、
「
看
病
用
心
抄
』

の
作
者
は
良
忠
上
人
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

ま
ず
、
鷲
尾
教
導
氏
は
『
浄
土
大
意
」
の
「
善
知
識
の
事
」
か

妬
ら
、
「
看
病
用
心
抄
」
の
作
者
を
良
忠
上
人
と
推
定
し
て
い
る
。

鈴
木
成
元
氏
も
『
浄
土
大
意
」
と
『
看
病
用
心
抄
』
と
を
比
較
し

て
、
こ
れ
ら
は
姉
妹
関
係
に
あ
る
著
作
と
し
て
、
良
忠
上
人
を
作

者
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
伊
藤
真
徹
氏
は
、
良
忠
上

人
は
当
時
の
『
往
生
要
集
』
の
権
威
者
で
あ
り
、
「
看
病
用
心
抄
』

の
作
者
は
良
忠
上
人
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
看
病
用
心
抄
』
の
作
者
は
然
阿
良
忠
上

人
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
良
忠
上
人
の
思
想
を
調
べ
、
浄
土
宗
に

お
け
る
当
時
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
を
念
頭
に
お
い
て
『
看
病
用

心
抄
」
の
医
の
倫
理
観
に
つ
い
て
再
考
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
鶴
見
大
学
歯
学
部
）


